
３
月
28
日
の
自
治
会
新
旧
役
員
会

の
役
員
改
選
に
お
い
て
、
再
任
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
器
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

が
、
改
め
て
会
長
と
言
う
重
責
を
認
識

し
な
が
ら
、
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
継
続
し
て
活
動
し
て
お
り
ま

す
地
域
の
交
通
対
策
、
空
き
家
対
策
、

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
の
学
校
問
題

等
、
町
の
活
性
化
に
向
け
て
の
課
題
が

数
多
く
有
り
ま
す
。
農
業
振
興
、
生
活

環
境
の
整
備
に
加
え
、
近
隣
他
町
と
の

交
流
を
深
め
な
が
ら
大
沢
校
、
大
沢
町

の
良
さ
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
活
動
も
、

さ
ら
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
き
な
被
害
と
多
数
の
犠
牲
者
が
出

た
熊
本
地
震
。
今
も
余
震
が
続
く
中

「安

心
で
き
る
は
ず
の
我
が
家
が

一
番
怖
い
」

と
云
う
記
事
が
有
り
ま
し
た
。
改
め
て

万
一
に
備
え
て
の
地
域
防
災
に
も
力
を

入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

各
種
団
体
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
な
が
ら
、

活
力
の
あ
る
大
沢
を
目
指
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様

の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

新
役
員

（継
称
略
）

会

長

高
山
壽
和

（中
）

副
会
長

池
本
喜
和

（上
）

会

計

榎
本
茂
木

（上
）

総
務
部
会
長

東
岡
威
和
雄

（神
）

委
員

大
家
重
明

（上
）

文
教
部
会
長

小
池
光
雄

（中
）

委
員

坂
井
俊
男

（中
）

委
員

山
本
正
治

（日
）

委
員

向
井
善
裕

（市
）

福
祉
部
会
長

福
井
栄
幸

（市
）

委
員

湯
本
和
之

（日
）

環
境

・
防
災
部
会
長

安
井
健
十

（簾
）

委
員

安
井
正
治

（簾
）

ま
ち
づ
く
り
部
会
長

井
上
雅
博

（日
）

委
員

辻
井
隆
治

（神
）

代
表
自
治
会
長
・

監
事

湯
本
和
之
（日
）

監
事

小
池
光
雄

（中
）

顧

問

北
本
義
利

顧
問

吉
澤
正
徳

相
談
役

東
本

晄

〃

乗
井
幹
雄

平
成
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第
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ま
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／
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大
沢
町
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作
戦
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ど
ろ
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こ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
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15

大
沢
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踊
り
大
会

８
／
16

精
霊
流
し

９
／
１

敬
老
の
お
祝
い

９
／

11

防
災
福
祉

コ
ミ
ニ
テ
ィ

・

消
防
合
同
訓
練

９
／
24

大
沢
の
里
ふ
れ
あ
い
運
動
会

10
／
29
、30
第
36
回
大
沢
町
民
芸
術
祭

11
／
23

ふ
れ
あ
い
エ
コ
ハ
イ
キ
ン
グ

11
／
26

ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

12
月
上
旬

役
員
研
修
会

１
／
９

新
成
人
お
祝
い

そ
の
他

上
津
台
と
の
交
流
会

人
事
往
来

（継
称
略
）

保
健
福
祉
局
北
区
担
当
部
長

片
上
祐
子

北
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

中
島
啓
二

北
区
市
民
課
長

澤
田

剛

北
区
保
険
年
金
医
療
課
長

山
崎
政
文

北
神
出
張
所
長

山
本
智
康

北
神
ま
ち
づ
く
り
担
当
課
長

井
関
和
人

北
神
こ
ど
も
家
庭
支
援
担
当
課
長

宮
本
昌
典

大
沢
連
絡
所

二
星
晴
彦

農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長

安
原

潤

北
建
設
事
務
所
長

岩
崎
好
寿

北
消
防
署
副
署
長

陰
山
修
治

北
消
防
署
北
神
分
署
長

宮
崎
直
樹

大
沢
中
学
校
長

和
田
直
樹

大
沢
小
学
校
教
頭

伊
庭
克
昌

大
沢
幼
稚
園
長

兵
ケ
谷
深
行
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平成２８年度収支予算書
収入の部
会費・助成金・繰越金他 5,000,000

支出の部 5,000,000
事業費（盆踊り・運動会・芸術祭等）2,280,000

防火・防犯・土木費 130,000
まちづくり推進費 1,040,000

各種団体補助金等 610,000
教育関係費 260,000

ふれまち助成・事務費等 563,000
予備費 117,000

高
山
壽
和

健
康
生
活
の
ス
ス
メ

～
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
編
～

春
は
、
職
場
や
学
校
で
人
事
異
動
や

入
学
、
卒
業
な
ど
、
生
活
環
境
の
変
化

が
多
い
時
期
で
す
。
ま
た
、
気
候
も
暖

か
く
な
る
頃
で
す
が
、
時
に
は
、
寒
く

な
っ
た
り
、
差
が
激
し
く
な
る
時
期
で

も
あ
り
ま
す
。

人
間
に
は
、
身
体
や
心
を
安
定
さ
せ

る
た
め
、
自
律
神
経

（じ
り
つ
し
ん
け

い
）
が
働
い
て
く
れ
快
適
な
状
態
を
キ
ー

プ
し
て
く
れ
ま
す
が
、
気
温
だ
け
で
な

く
、
外
界
の
明
る
さ
、
湿
度
、
心
地
よ

さ
な
ど
に
も
敏
感
に
影
響
さ
れ
る
の
で
、

自
立
神
経
が
フ
ル
回
転
し
て
対
応
し
よ

う
と
し
ま
す
。
し
か
し
、
自
立
神
経
に

疲
れ
が
た
ま
る
と
、
気
持
ち
が
ど
ん
よ

り
し
た
り
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
不
安

で
落
ち
着
か
な
い
等
の
症
状
が
で
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

つ
い
つ
い
、
多
く
の
予
定
や
行
事
を

詰
め
込
み
が
ち
で
す
が
、
身
体
が
疲
れ

る
と
メ
ン
タ
ル
へ
の
悪
影
響
が
で
ま
す
。

①
身
体
を
疲
れ
さ
せ
な
い
②
食
事
は
し
っ

か
り
と
食
べ
る
③
し
っ
か
り
と
睡
眠
を

と
る

あ
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
マ

イ
ペ
ー
ス
で
規
則
正
し
い
生
活
を
送
り

無
理
を
し
な
い
こ
と
で
、
自
立
神
経
の

乱
れ
を
最
小
限
に
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
気
候
が
安
定
す
る
４
月
中
頃
ま
で

注
意
が
必
要
で
す
。

４
／
20

町
民
ゴ
ル
フ
大
会

於

：
神
戸
パ
イ
ン
ウ
ッ
ズ
Ｇ
・
Ｃ

優

勝

尾
崎

行
雄
さ
ん

準
優
勝

辻
井

稔
さ
ん

５
／
１

お
も
し
ろ
市
場
餅
つ
き
大
会

５
／
３

光
山
だ
よ
り
編
集
委
員
会

５
／
11

婦
人
会
定
例
役
員
会

５
／
12

ふ
れ
あ
い
昼
食
会

５
／
20

自
治
連
合
会
役
員
会

５
／
23

ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー
実
行
委
員
会

５
／
24

資
源
集
団
回
収

５
／
25

女
性
会
講
座

光
山
だ
よ
り
印
刷

５
／
29

ヨ
ガ
教
室

（ら
ぽ
～
と
）

５
／
30

都
市
と
の
交
流
Ｐ
Ｊ

６
／
２

ふ
れ
ま
ち
総
会

６
／
６

社
会
福
祉
協
議
会
総
会

（４）こうさんだより 平成２８年４月号 第５２６号

囀
や
生
き
る
よ
ろ
こ
び
老
大
樹

昭

花
の
門

一
人
で
く
ぐ
り
入
学
す

澄

子

山
道
の
散
歩
に
遇
い
し
夫
婦
雉

ち

が

入
学
児
見
送
る
祖
父
や
手
を
か
ざ
す

た
み
ゑ

花
種
を
蒔
き
て
静
か
に
雨
を
待
つ

三
恵
子

日
焼
し
て

一
途
畑
打
つ
八
十
才

正

子

種
俵
下
ろ
し
て
あ
り
ぬ
井
の
中
に

純

子

う
ぐ
い
す
の
よ
く
鳴
く
畑
に
手
の
弾
む

秀

子

手
の
平
の
蒔
く
種
粒
の
い
と
ほ
し
き

弘

枝

行
事

予
定

町
民
の
動
き

お
め
で
た

４
／
２

中
大
沢

坂
井

直
樹
さ
ん

駒
形

彩
さ
ん
と

お
く
や
み

３
／
20

市
原

大
東
嘉
子
さ
ん
92
歳

４
／
21

市
原

向
井
誉
富
さ
ん
92
歳

ス
ポ

ー

ツ
情

報

俳
句お

知
ら
せ

神
戸
フ
ル
ー
ツ
・
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

平
成
28
年
４
月
１
日
よ
り

入
園
料

・
駐
車
料
無
料

きたきたまつり

平成28年５月14日（土）

12時～ 鈴蘭公園

神戸まつり

平成28年５月15日（日）

11時～ フラワーロード

第８０回大沢町

出身戦没者追悼慰

霊祭記念植樹 4月23日 やすらぎの丘
絵：仲西千鶴子



地
域
活
性
化
と
防
災
の
拠
点

「道
の
駅
」
来
春
オ
ー
プ
ン

２
０
１
７
年
３
月

（予
定
）
、
神
戸

フ
ル
ー
ツ
・
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
が

「道

の
駅
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
施
設
に
加
え
て
、
①
地
元

農
産
物

・
加
工
品
の
直
売
所

②
お
土

産
や
飲
食
物
コ
ー
ナ
ー

③
北
区
を
中

心
と
し
た
神
戸
市
の
魅
力

・
情
報
を
発

信
す
る
ス
ペ
ー
ス

を
設
置
し
、
『
地

域
活
性
化
の
拠
点
』
と
し
て
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
し
ま
す
。

ま
た
同
時
に
、
④

『
地

域
の
防
災
拠
点
』
と
し
て
2
万
人
分
の

災
害
時
用
物
資
を
備
蓄
し
、
調
理

・
加

工
ス
ペ
ー
ス
は
緊
急
時
の
炊
き
出
し
施

設
と
し
て
、
ま
た
既
存
敷
地
を
ヘ
リ
ポ
ー

ト
と
し
て
活
用
す
る
な
ど
高
度
な
防
災

機
能
を
備
え
ま
す
。

※

『地
域
活
性
化
』
推
し
バ
ー
ジ
ョ
ン

直
売
所
や
お
土
産
コ
ー
ナ
ー

（①
②
）

で
は
、
地
元
の
新
鮮
な
農
産
物
に
厳
選

し
た
市
内
の
加
工
品
を
取
り
揃
え
、
そ

の
産
地
や
生
産
者
の
こ
だ
わ
り
を
PR

す
る
と
と
も
に
、
製
品
で
あ
れ
ば
工
場

や
本
店
、
農
産
物
で
あ
れ
ば
農
場
や
観

光
農
園
を
積
極
的
に
紹
介
す
る

（③
）

な
ど
、
販
売
施
設
と
情
報
提
供
ス
ペ
ー

ス
が

一
体
と
な
っ
た

「道
の
駅
」
を
窓

口
と
し
て
、
地
域
に
続
々
と
フ
ァ
ン
が

流
れ
て
い
く
仕
組
み
を
作
り

『
地
域
活

性
化
』
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

（高
山
壽
弘
）

大
沢
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
今
年
度
の
目
標

空
家
Ｐ
Ｊ

大
沢
町
に
魅
力
を
感
じ
て
移
住
を
希

望
す
る
若
い
カ
ッ
プ
ル
が
少
な
く
な
い

一
方
で
、
賃
貸
で
き
そ
う
な
物
件
は
、

所
有
者
が
貸
す
の
を
た
め
ら
い
、
所
有

者
が
売
却
あ
る
い
は
賃
貸
を
希
望
す
る

物
件

（空
家
22
戸
の
う
ち
約
半
数
）
は
、

古
く
て
使
え
な
い
と
い
う
の
が
大
沢
町

の
空
家
活
用
の
実
態
で
す
。

そ
こ
で
、
本
年
度
は
前
者
の
物
件
に

的
を
絞
っ
て
、
所
有
者
の
不
安
や
懸
念

を
払
し
ょ
く
し
、
賃
貸
可
能
な
物
件
を

発
掘
す
る
活
動
を
、
町
ぐ
る
み
で
取
り

組
ん
で
み
た
い
と

考
え
ま
す
。

皆
様
方

の
ご

理
解
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

（池
本
喜
和
）

都
市
と
の
交
流
Ｐ
Ｊ

今
年
度
も
引
き
続
き
、
“
お
い
で
よ

大
沢

～
都
市
と
農
村
と
の
交
流
促
進

事
業
～
大
沢
体
験
の
場
づ
く
り
”
と
し

て
創
意
工
夫
を
し
、
ふ
れ
あ
い
コ
メ
づ

く
り
ひ
ろ
ば
、
ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
ふ
れ
あ
い
エ
コ
ハ
イ
キ
ン
グ
、
農

村
体
験
イ
ベ
ン
ト
並
び
に
啓
発
事
業
等

を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
ま
ち
の
情
報

発
信
の
事
業
に
つ
い
て
も
組
織
と
し
て

取
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
交
流
は

“
ひ
と
”
を
迎
え
る
だ
け
で
な
く
、
住

む
人
の
参
加
も
必
要
で
す
。
そ
こ
に
新

し
い
発
見

・
出
会

い
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

一
人
で
も

多
く
の
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

（大
家
重
明
）

お
い
し
い
大
沢
Ｐ
Ｊ

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
時
に
播
い

た
種
が
よ
う
や
く
実
を
結
ぼ
う
と
し
て

い
ま
す
。

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
栽
培
面
積
は
当

初
の
倍
の
約
1.5
㌶
、
参
加
者
も
10
名
近

く
と
な
り
、
来
年
オ
ー
プ
ン
す
る
道
の

駅
の
夏
場
代
表
商
品
と
な
る
ま
で
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
冬
期
の
寒
さ
を
利

用
し
て
の

「寒
締
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
」
も

広
く
認
知
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
有
馬
山

椒
は
今
春
150
本
の
苗
木
を
12
人
の
会
員

に
配
布
し
、
来
年
度
80
本
、
２
年
後
に

は
、
更
に
500
本
を
配
布
で
き
る
よ
う
育

成
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
が
、
大
沢
町

の
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
と

な
る
よ
う
せ
い
い
っ
ぱ

い
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

（藤
本
喜
郎
）

交
通
Ｐ
Ｊ

交
通
試
運
行
は
過
去
に
岡
場

・
三
田

方
面

・
病
院
の
送
迎
を
出
発
と
帰
り
の

時
刻
を
決
め
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
予
約

制
で
、
２
回
の
自
主
運
行
実
験
を
行
い

ま
し
た
。
今
回
は
日
常
生
活
や
行
事
に

使
い
や
す
い
事
を
考
慮
し
、
９
人
の
り

ワ
ゴ
ン
車
を
県
道
以
外
の
道
路
を
使
っ

て
大
沢
町
内

・
イ
オ
ン
ル
ー
ト
を
朝

・

昼

・
夕
の
三
回
の
定
時
運
行

（予
約
な

し
）
と
、
昼
の
町
内
諸
行
事

・
移
動
用

に
予
約
で
送
迎
が
で
き
る
工
夫
を
し
て

三
ヶ
月
程
度
運
行
し
ま
す
。
今
年
は
こ

の
３
回
目
の
運
行
実
験
と
、
３
回
の
実

験
か
ら
ど
の
よ
う
な
運
行
形
態
が
大
沢

町
に
求
め
ら
れ
て
い
る
か
を
明
確
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。（榎

本
茂
木
）

（２）こうさんだより 平成２８年４月号 第５２６号

大沢町地域

事務局

掲示板

大
沢
に
着
任
し
ま
し
た

こ
ん
に
ち
は
。
４
月
か
ら
大
沢
中
学

校
に
校
長
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
和
田

直
樹
で
す
。

私
は
氷
上
郡
春
日
町

（今
の
丹
波
市
）

出
身
で
す
の
で
ふ
る
さ
と
に
帰
っ
て
き

た
か
の
よ
う
な
懐
か
し
さ
を
感
じ
て
い

ま
す
。
２
年
前
は
北
神
戸
中
学
校
に
赴

任
し
て
い
ま
し
た
の
で
自
然
が
い
っ
ぱ

い
の
北
神
に
ま
た
勤
務
で
き
て
こ
の
う

え
な
い
喜
び
で
す
。

大
沢
中
学
校
は
全
校
生
徒
が
15
人

の
小
規
模
校
で
す
が
、
生
徒
も
職
員
も

仲
が
と
て
も
よ
く
、

一
人

一
人
を
大
事

に
し
た
、
ま
た
幼
少
中

一
貫
の
大
沢
な

ら
で
は
の
教
育
が
実
践
で
き
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
「ひ
と
り
ひ
と
り
の
よ
さ

を
活
か
し
、
思
い
や
り
の
あ
る
、
と
も

に
高
め
あ
う
教
育
」
「学
校
と
家
庭･

地

域
の
連
携

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」

「わ
か
る
授
業
の
実
践
と
学
力
を

つ
け

る
」
以
上
３
点
を
心
に
と
め
て
こ
の

1
年
頑
張
っ
て

ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

幼
稚
園
再
開

平
成

28
年
度
、
か
わ
い
い
新
入
園

児
３
名
を
迎
え
幼
稚
園
に
元
気
な
声
が

響
い
て
い
ま
す
。

砂
場
で
落
と
し
穴
を
掘
っ
た
り
水
を

流
し
入
れ
た
り
し
て
、
や
り
た
い
遊
び

を
見
つ
け
て
い
ま
す
。
ま
た
園
外
に
散

歩
に
行
く
と
タ
ン
ポ
ポ
や
ツ
ク
シ
を
摘

み
自
然
に
触
れ
て
遊
ん
だ
り
、
学
習
園

の
田
ん
ぼ
の
土
手
を
登
っ
た
り
斜
面
を

転
が
っ
た
り
し
て
、
全
身
を
使
っ
て
遊

ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

幼
稚
園
が
再
開
し
た
の
で
、
小

・
中

学
生
が
入

園
式
に
参

加
し
て
く

れ
た
り
放

課
後
ウ
サ

ギ
に
会
い

に
来
て
く

れ
た
り
し

て
い
ま
す
。

皆
様
も
遊

び
に
来
て

く
だ
さ
い
。

（３）こうさんだより 平成２８年４月号 第５２６号

類
家
和
槻
ち
ゃん

な

つ
き

久
保
匠
生
ち
ゃん

し
ょ
う
せ
い

稲
生
紗
朱
ち
ゃん

さ

あ

や

小
渕
達
也
ち
ゃん

た

つ
や

東

紗
莉
ち
ゃん

さ

お

り

番
匠

和
糀
ち
ゃん

ほ

の
か

仲
谷

亮
祐
ち
ゃん

り
ょ
う
す
け

大
家

涼
楓
ち
ゃん

す

ず

か

大
家
み
な
み
ち
ゃん

久
古
わ
か
ば
ち
ゃん

山
口

諒
ち
ゃん

ま
こ
と

北
尾
知
佳
歩
ち
ゃん

ち

か

ほ

小学校入学

お祝いの会

※ご協力をお願 いします！

2016年4月14日、熊本地方で最大震度7の強い地震があり大きな被害をもたらしています。

大沢地区社会福祉協議会では、被害者支援のため募金活動に取り組みます。皆さまのご協

力をお願いします。

☆募金振込先 ＪＡ兵庫六甲農業協同組合 大沢支店

口座番号：普通 1924213

大沢地区社会福祉協議会
大沢町自治連合会
大沢婦人会

当
日
欠
席

北
浦

萌
唯
ち
ゃ
ん

め

い


